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2012年度主な変更点年度 な変更点

2012年10月14日2012年10月14日
全国情報システム委員長会議

主な追加機能の概要（競技者登録）主な追加機能の概要（競技者登録）

申請書印刷の月締め印刷機能• 申請書印刷の月締め印刷機能

• 登録の制限（団体登録していないと競技者登録できな
いなど）を行 たいなど）を行った。

• 新規登録時に、重複IDの発行をなるべく回避できるよ
うな情報を確認できるようにしたうな情報を確認できるようにした。

• 既に重複してしまっているIDの調査、重複削除等がで
きる機能を追加したきる機能を追加した。

• 申請状況が加盟団体で把握しやすい画面を設置した

加盟団体から登録団体へのメ セ ジ表示機能を追• 加盟団体から登録団体へのメッセージ表示機能を追
加した。
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競技者登録関連
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機能説明
（競技者登録申請）

申請書 締 機能を追加 た• 申請書印刷に、月締め印刷機能を追加した。

【通常月】
全て（累計）
2012年1月2012年1月
2011年8月
2011年5月

【４月】
全て（累計）
2012年4月2012年4月
全て(前年度累計）
2012年1月
2011年8月2011年8月
2011年5月
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機能説明
（競技者登録申請）

1回目申請

2回目申請

月内（累計）を連続して印刷
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機能説明
（競技者登録申請）

2回目申請

今月申請の人数今月申請の人数
合計

IDカード：今月申請の人数合計

団体登録料：初回のみルールで
表示表示

今月申請の人数合今月申請の人数合

計で再計算
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機能説明
（登録の制限）

ログイン後に、団体の年度登録を
行っていない場合には、アラートを
表示する。

「貴団体は、団体の年度
登録が済んでおりません。
年度登録を行 てくださ年度登録を行ってくださ
い。」 OK ボタン

画面の自動遷移は行いません。
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機能説明
（登録の制限）

基本的には基本的には、
①今年度に団体登録を行わないと、競技者登録
や変更は行うことができないや変更は行うことができない

②今年度に競技者登録と申請を行わないと、エン
トリーを行うことができないトリーを行うことができない

③翌年度の団体登録を行わないと、翌年度競技
者登録（翌年度年度更新）を行うことができない者登録（翌年度年度更新）を行うことができない

④翌年度の競技者登録を行わないと、翌年度の
大会にエントリーを行うことができない（現在の大会にエントリ を行うことができない（現在の
機能は、この制限のみ働いている）
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①今年度団体の年度未登録②今年度の競技者未登録③今年度の未申請の競技者
④翌年度団体の年度未登録⑤翌年度の競技者未登録

操作制限対象となる処理 ① ② ③ ④ ⑤

団体登録照会 ○ ○ ○ ○ ○

団体登録変更 ○ ○ ○ ○ ○

競技者登録（新規・転入） × ○ ○ ○ ○

競技者登録照会・変更・削除（一覧表示） ○ ○ ○ ○ ○

★一覧表内変更ボタン（照会・削除は許可） × ○ ○ ○ ○

競技者異動登録 × ○ ○ ○ ○

競技者エントリー用登録（新規） × － ○ ○ ○

競技者エントリー用一覧（更新・削除） ○ － ○ ○ ○

★一覧表内変更ボタン（照会・削除は許可）照会・削除は許可） × － ○ ○ ○

★一覧表内「一括正規登録変更」ボタン × － ○ ○ ○

年度更新処理 ○ ○ ○ ○年度更新処理 × ○ ○ ○ ○

学年一括更新 × ○ ○ ○ ○

IDカード発行・再発行 ○ ○ ○ ○ ○

一覧内申請操作の□と、下部の登録ボタン（申請取消は許可） × ○ ○ ○ ○

登録費照会 × ○ ○ ○ ○登録費照会 × ○ ○ ○ ○

登録費設定 × ○ ○ ○ ○

登録状況確認（登録団体申請書） × ○ ○ ○ ○

★個人エントリー・リレーエントリー・ｴﾝﾄﾘｰ集計 × × × ○ ○

（以下は3月限定の翌年度に関する操作）（以下は3月限定の翌年度に関する操作）

団体登録変更 × × × ○ ○

★年度更新処理（翌年度） × × × × ○

★学年一括更新（翌年度） × × × × ○

★個人エントリー・リレーエントリー・ｴﾝﾄﾘｰ集計（翌年度の大会） × × × × ×(※１）

※１ 現在の機能としてすでに制限をかけてある
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機能説明
（登録の制限）

左記のメニューで、赤枠
内の機能が使用制限の
対象となり、Linkすると、

制限 ラ のメ セ ジ制限エラーのメッセージ
が表示される

制限エラーメッセージの内容（例）
この操作は、XXXXXを行わないと利用できません。XXXXで
XXXXXを行ってください
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XXXXXを行ってください。

機能説明
（登録の制限）

左記のメニューで、赤枠
内の機能が使用制限の
対象となり、 Linkすると、

制限 ラ のメ セ ジ制限エラーのメッセージ
が表示される

11

機能説明
（登録の制限）

左記のメニューで、赤枠
内の機能が使用制限の
対象となり、 Linkすると、

制限 ラ のメ セ ジ制限エラーのメッセージ
が表示される
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機能説明
（登録の制限）

左記のメニューで、赤枠
内の機能が使用制限の
対象となり、 Linkすると、

制限 ラ のメ セ ジ制限エラーのメッセージ
が表示される

※翌年度大会も同様
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機能説明
（登録の制限）

左記のメニューで、赤枠
内の機能が使用制限の
対象となり、 Linkすると、

制限 ラ のメ セ ジ制限エラーのメッセージ
が表示される
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機能説明
（登録の制限）

左記のメニューで、赤枠
内の機能が使用制限の
対象となり、 Linkすると、

制限 ラ のメ セ ジ制限エラーのメッセージ
が表示される
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機能説明
（ローマ字全角自動変換）

注意書き 字の入注意書き：ローマ字の入
力文字がIDカードになり
ます。
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機能説明
（ローマ字全角自動変換）

画面上に注意書きを追加します• 画面上に注意書きを追加します。
「ローマ字の入力文字がIDカードになります」

「ロ マ字変換」ボタンを押したときに 「カナ氏名（半• 「ローマ字変換」ボタンを押したときに、「カナ氏名（半
角）」欄に全角のカナが入力されていた場合には、自
動的に半角のｶﾅに変換する。

• 自動変換機能は、以下画面でも同様に動作します。
a)競技者登録照会・変更・削除（一覧表示）の一覧から、

「編集 を選んで表示される編集画面「編集」を選んで表示される編集画面
b)競技者エントリー用登録（新規）
)競技者エントリ 用 覧(更新 削除)の 覧から 「編c)競技者エントリー用一覧(更新･削除)の一覧から、「編
集」を選んで表示される編集画面
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機能説明
（重複登録の防止策）

競技者登録（正規／ ントリ ）時に 桁の競• 競技者登録（正規／エントリー）時に、7桁の競
技者IDと生年月日をキーに、検索機能を設け、
漢字間違い 生年月日間違いの2重登録を防ぐ漢字間違い、生年月日間違いの2重登録を防ぐ
機能を追加します。

登録 「新規 な 「 動 な を 確 す• 登録は「新規」なのか「異動」なのかを明確にす
るため、新規登録画面での操作の流れ及び、登
録ボタ の種類（新規なのか異動なのか）表記録ボタンの種類（新規なのか異動なのか）表記
を変更します。

• 異動の場合、その競技者が現在どの団体に登
録されているか等の情報表示を行います。
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機能説明
（重複登録の防止策）

新規登録 桁 行• 新規登録（７桁ID発行）のケース

・左記の操作以外は 新規左記の操作以外は、新規
登録（７桁ID発行）を行わな
い。

・現状は、漢字氏名＋性別現状は、漢字氏名＋性別
＋生年月日が一致すれば、
「異動」扱いとなるが、今回
の改善でｍこの操作は「エ改善 操作
ラー」となる。

・３月に行われる翌年度登
録の場合も同様に「エラー」

＋ となる。
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機能説明
（重複登録の防止策）

動登録• 異動登録のケース－１
・７桁IDと生年月日を入力す
る。
「検索 ボタンを押す・「検索」ボタンを押す。

・該当者がいた場合、競技
者の情報が表示される。（表
示のみで ここでは変更で示のみで、ここでは変更で
きない）
・競技種目を選択する。
・「異動登録」ボタンを押す

＋

・「異動登録」ボタンを押す。

この操作手順では、競技者情
報が検索され 表示された場報が検索され、表示された場
合には、「新規登録」ボタンは
無効（押せない）となる。
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機能説明
（重複登録の防止策）

動登録• 異動登録のケース－２
・左記の必須情報を全て入
力する。
「異動登録 ボタンを押す・「異動登録」ボタンを押す。

・漢字氏名＋性別＋生年月
日が一致していれば、異動
登録が実行される登録が実行される。

・一致しない場合には、「エ
ラー」となる。（改善前は、新
規登録ができてしまってい

＋

規登録ができてしまってい
た）
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機能説明
（重複登録の防止策）（重複登録の防止策）

異動登録 場合 表 する情報を追加 ます
以下の状態により、メッセージを表示します。（太い文字＋下線が本機能にて追加される情報）

操作 現在の登録状態と表示メッセージ

• 異動登録の場合に表示する情報を追加します。

①登録なし

メッセージなし

②第1区分に登録済

この競技者は既に登録済です。追加登録または転入時の場合は、それぞれ以下のボタンを押してください。
尚 分 場合は 当団体 登録されます尚、同一区分の場合は、当団体に登録されます。
既に登録されている登録番号：９９９９９９
既に登録されている団体番号：XXXXX
既に登録されている団体名称：XXXXXXXXXXXXXX

③第2区分に登録済

第1区分に登録
第2区分に登録

③第 区分に登録済

この競技者は既に登録済です。追加登録または転入時の場合は、それぞれ以下のボタンを押してください。
尚、同一区分の場合は、当団体に登録されます。
既に登録されている登録番号：９９９９９９
既に登録されている団体番号：XXXXX
既に登録されている団体名称：XXXXXXXXXXXXXX既に登録されている団体名称：XXXXXXXXXXXXXX

④エントリー区分に登録済

この競技者は既に登録済です。追加登録または転入時の場合は、それぞれ以下のボタンを押してください。
尚、同一区分の場合は、当団体に登録されます。
既に登録されている登録番号：９９９９９９既に登録されている登録番号：９９９９９９
既に登録されている団体番号：XXXXX
既に登録されている団体名称：XXXXXXXXXXXXXX
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機能説明
（重複登録の防止策）

①登録なし

メッセージなし

メッセージなし

エントリーに登録

ッ ジな

②第1区分に登録済

メッセージなし

③第2区分に登録済

メッセージなし

④エントリー区分に登録済

この競技者は既に登録済です。追加登録または転入時の場合は、それぞれ以下のボタンを押してください。
尚、同一区分の場合は、当団体に登録されます。
既に登録されている登録番号：９９９９９９
既に登録されている団体番号：XXXXX
既に登録されている団体名称：XXXXXXXXXXXXXX
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機能説明
（重複してしまった登録の整理）

• 既に重複登録されている競技者を見つけるため
のデータのダウンロード機能を追加します。

• 重複者を見つけた場合に、「若番」にする処理を
追加します。（マージ処理と呼びます）追加します。（マ ジ処理と呼びます）

• 不要データの完全削除機能を追加します。

デ• 基本的に、重複データは日水連や開発者では
判断できませんので、最終的には加盟団体から
登録団体に確認後、マージ又は完全削除を行っ
てください。
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機能説明
（重複してしまった登録の整理）

重複デ タを見つけるためのデ タを 不定期（日水• 重複データを見つけるためのデータを、不定期（日水
連の指示により実行）に収集し、全加盟団体の
WebSWMSYSデータ受け取り様メールアドレス（加盟団デ タ受け取り様 ア （ 盟団
体情報に登録したメールアドレス）に送付する。

• 一覧表には、競技者の全情報が入っており、EXCELに
て並び替え等を行うことで 重複者を検索するて並び替え等を行うことで、重複者を検索する。
例）ｶﾀｶﾅ、漢字氏名でソートし、漢字間違いを見つける。

漢字氏名でソ トし 生年月日間違いを見つける漢字氏名でソートし、生年月日間違いを見つける
ｶﾀｶﾅでソートし、性別間違いを見つける

など 見つけ方のヒントは 日水連＋開発者側よりなど、見つけ方のヒントは、日水連＋開発者側より
機能実行時に与える予定です。
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機能説明
（重複してしまった登録の整理）

ダウ ドデ タ より• ダウンロードデータにより、
重複したデータを見つけた

若 揃 処ら、若番に揃える処理又は
完全削除を実行します。（若
番にすることしかできません。
後から発行した７桁IDにする
ことはできません）

• この機能を、加盟団体メこの機能を、加盟団体メ
ニューに追加します。
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機能説明
（重複してしま た登録の整理）（重複してしまった登録の整理）

①重複している競技者番号(基本新しい番号）を入力
②正しい競技者番号（基本若番）を入力②正しい競技者番号（基本若番）を入力
③「登録情報確認」ボタンを押す
④氏名、性別、生年月日が表示される

⑤表示が良ければ「実行」ボタンを押す。よくなければ「キャンセル」を押す。（⇒確認の⑤表示が良ければ「実行」ボタンを押す。よくなければ「キャンセル」を押す。（⇒確認の
アラートを表示する）

⑥重複している競技者番号の全データが、正しい競技者番号にマージされる。
⑦実行結果レポートの表示※③を実行しないと「実行」「キャンセル」ボタンは無効化し

ているている
※③を実行すると、「登録情報確認」ボタンは無効化される

※「キャンセル」を押すと、「登録情報確認」ボタンは有効化、「実行」「キャンセル」ボタン
は無効化されるは無効化される

※「実行」ボタンを押すと、３つのボタンが無効化される 処理の性質上、一度実行し
たデータは元に戻せません。
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機能説明
（重複してしまった登録の整理）

ジ処理 内容は 若番 登録デ タを• マージ処理の内容は、若番の登録データを
生かし、若番にデータが未登録で、新しい番

登録があ 合 れを若 移号に登録がある場合には、それを若番に移し
ます。

• エントリーの情報（現在、過去）並びに、過去
のリザルト情報へは反映されませんが、操作のリザルト情報 は反映されませんが、操作
ログ情報にて一覧表は取得できます。

• このリストから 過去のリザルト情報の変更• このリストから、過去のリザルト情報の変更
が可能です。

日水連様この行、こ
の記述で良いか確の記述で良いか確
認してください。
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機能説明
（重複してしまった登録の整理）

情報 内容情報 内容

競技者情報 新しい番号が削除済の場合、新しい番号の情報を削除する。
削除済でない場合は、以下の処理を実行

・種目別の所属団体番号が若番になく、新しい番号にある場
合、若番に追加

・種目別の☑が若番になく、新しい番号にある場合、若番に追
加加

・若番の登録年度が新しい番号より古い場合、若番の登録年
度を追加

IDカード発行情報 新しい番号を若番に変更

操作ログ関連 新しい番号を若番に変更

登録費支払い関連 新しい番号を若番に変更登録費支払い関連 新しい番号を若番に変更

年度更新関連 新しい番号を若番に変更

基本的に 若番に全ての情報を集約する処理が実行されます基本的に、若番に全ての情報を集約する処理が実行されます

29

機能説明
（重複してしまった登録の整理）

• マージ処理を実行した履歴をいつでも表示／
ダウンロードすることができます。

検索できるキー
①削除した競技者番号 マ①削除した競技者番号 マー

ジ処理または完全削除処理で
削除された競技者登録番号で
検索検索
②正しい競技者番号 マージ

処理で正しい競技者番号とさ
れた競技者登録番号で検索

詳細一括ダウンロード

検索された操作の詳細（複数）を、一括でダウれた競技者登録番号で検索
上記はAND条件で検索される

検索された操作の詳細（複数）を、 括でダウ
ンロードします。
詳細 １件の操作の詳細を画面に表示します。30

機能説明
（重複してしまった登録の整理）

詳細• 詳細画面
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機能説明
（申請状況の把握できる画面）

加盟団体に 登録団体 登録状況 申請状況• 加盟団体にて、登録団体の登録状況、申請状況、
申請が必要な人数等を一覧表示／ダウンロード
する画面を追加しますする画面を追加します。

• 登録後の異動などで、登録人数と登録費とがわ
ず くな ま が 覧表かりずらくなっておりましたが、この一覧表により、

どの団体で何人分登録申請が必要で、現在何
人申請があ たかを把握できます人申請があったかを把握できます。

• 一覧表に表示される団体は、有償団体のみです。

• 集計は、サーバー側で夜間集計が行われます。
（１日１回）データはその時点のデータになります。
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機能説明
（申請状況の把握できる画面）

• 加盟団体機能メニューに、
「申請状況確認」機能を申請状況確認」機能を
追加します。
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機能説明
（申請状況の把握できる画面）

以下内容を表示する新規画面を追加する ダウンロード表

加盟団体
コード

団体ｺｰﾄﾞ 登録団体名 現登録 未申請 申請済 異動（削除
済

申請要合計 詳細

13 合 計 18 9 10 1 19
13001 A高等学校 3 2 2 1 4 詳細

13002 B高等学校 5 0 5 0 5 詳細13002 B高 校 5 0 5 0 5
13003 C高等学校 5 5 0 0 5 詳細

13004 D高等学校 5 2 3 0 5 詳細

： ： ： ： ： ： ： ：

13004 D高等学校 5 2 3 0 5 詳細

競 飛 水 シ 日 O ←実際には種目ごとに表示される

現登録 現在のp_masterの該当種目の人数
未申請 未申請の該当種目の人数

表示される情報

未申請 未申請の該当種目の人数
申請済 申請済の該当種目の人数
異動（削除）済 申請後削除（異動）した該当種目の人数
申請要合計 当該団体での該当種目の申請合計数

詳細 詳細 の i kボタ （現在の登録状況画面にあるもの）

34

詳細 詳細へのLinkボタン（現在の登録状況画面にあるもの）

金額 申請済に競技者登録金額、申請要に団体申請金額と競技者登録金額を追加

機能説明
（申請状況の把握できる画面）
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機能説明
（加盟団体から登録団体へのメッセージ）

• 登録団体の「ようこそ」画面へ、加盟団体から
のメッセージを表示する機能を追加します。

• メッセージは、加盟団体でログインし登録、登
録団体がログインした際に表示される「ようこ録団体がログインした際に表示される「ようこ
そ」画面に、日水連からのメッセージの次に
表示されます表示されます。
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機能説明
（加盟団体から登録団体へのメッセージ）

テキストファイルを作成し、ファ
イルをア プロ ドすることでイルをアップロードすることで、
メッセージが登録されます。

表示対象は、全ての登録団体（加盟団体に所属する）が対象です。（個
別メッセージ機能ではありません）

37

別メッセ ジ機能ではありません）

機能説明
（加盟団体から登録団体へのメッセージ）

ここにテキストでメッセージが表示されます。

38

大会ｴﾝﾄﾘｰ関連

39

主な追加機能の概要
（大会ｴﾝﾄﾘｰ関連）

個人種目とリ を明確に分け クラ 登録など 誤• 個人種目とリレーを明確に分け、クラス登録などの誤
登録防止や、選択方式により入力ミスを防止する対策
を実施したを実施した

• 未集計団体の警告を行うようにし、登録団体の集計を
促す画面表示を設置した促す画面表示を設置した。

• エントリー時に、年齢基準日の年齢を表示するように
した。した。

• 標準記録機能を設置した。標準記録を使用する場合、
突破者のみエントリーできるようにした。突破者のみ ントリ できるようにした。

• サイバードと連携し、自動的にエントリータイムが取り
込める仕組みを設置した。（全国大会のみ）
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機能説明
（個人種目とリレー種目の切り分け）
エントリ 制限数を 個人種目とリレ 種目で別々に設定• エントリー制限数を、個人種目とリレー種目で別々に設定
できるようにした。

• クラス作成時に、個人とリレーを分け、エントリー時には設クラス作成時に、個人とリレ を分け、 ントリ 時には設
定されているクラスを選択する方式に変更した。

• リレークラス登録時に、フリー／メドレーの他、「リレー」を
追加した追加した。

• エントリー時に表示するメッセージを、個人種目とリレー種
目に分け、表示文字数も最大1000文字にした。

• 「混合」リレーの設定を追加した。

• 「リレーのみエントリー」のチェック欄に、リレーのクラス
コ ドが選択できるようにし 集計表に印刷するようにしたコードが選択できるようにし、集計表に印刷するようにした。

• 付添え票の計算式変更と印刷内容の変更

41

機能説明
（個人種目とリレー種目の切り分け）

大会設定時に設定する項目の追加大会設定時に設定する項目の追加
・エントリー制限数（個人／リレー）
・補足説明（個人／リレー）

混合を追加混合を追加
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機能説明
（個人種目とリレー種目の切り分け）

コードは、個人種目と
リレー種目を同じコー

プ ダウ 「

43

ドが利用できる プルダウンで、「リ
レー」を追加する

機能説明
（個人種目とリレー種目の切り分け）

クラス作成時に、個人とリレーを分け、エントリー時には設定されて
いるクラスを選択する方式に変更した

個人種目 リレー種目

いるクラスを選択する方式に変更した。

※ここでは、クラス入力の方式変更に付いてのみ説明します。
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機能説明
（個人種目とリレー種目の切り分け）

「リレーのみエントリー」のチェック欄に、リレーのクラスコードが選
択できるようにし 集計表に印刷するようにした

個人種目エントリー画面

択できるようにし、集計表に印刷するようにした。

フリーリレー／メドレーリレー／リレーで作成され
ているクラスコードを選択する
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機能説明
（個人種目とリレー種目の切り分け）

「リレーのみエントリー」のチェック欄に リレーのクラスコードが選「リレ のみエントリ 」のチェック欄に、リレ のクラスコ ドが選
択できるようにし、集計表に印刷するようにした。（年齢も追加）
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機能説明
（付添え票の計算式変更と印刷内容の変更）

枚数＝ROUNDUP(（個人エントリー人数 ＋ リレーのみエントリー人数） ÷ 係数枚数＝ROUNDUP(（個人エントリ 人数 ＋ リレ のみエントリ 人数） ÷ 係数
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機能説明
（未集計団体の防止策）

登録団体で、大会エントリーを行い、集計を行っていない大会がある場合（１つ以上
ある場合）、アラート表示並びに、画面表示にて集計を促す。

一覧表では、「未集計」
表示を追加

このボタンを押した時、１つ
以上の未集計大会がある
場合は、アラートで、 「未集

計のエントリーがあります」
表 れ

48

OK と表示される。



機能説明
（年齢基準日からの年齢の表示）

エントリー時に、年齢基準日の年齢を表示するようにした。

集計表
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機能説明
（年齢基準日からの年齢の表示）

エントリー時に、年齢基準日の年齢を表示するようにした。
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機能説明
（標準記録とエントリータイム）

• 標準記録機能を設置した。標準記録を使用
する場合、突破者のみエントリーできるようにする場合、突破者 み ン リ きるよう
した。

サイバ ドと連携し 自動的にエントリ タイ• サイバードと連携し、自動的にエントリータイ
ムが取り込める仕組みを設置した。（全国大
会のみ）会のみ）
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機能説明
（標準記録とエントリータイム）

大会設定時に設定する項目の追加大会設定時に設定する項目の追加
・標準記録の選択と記録アップロード
・ベストタイム使用方法の選択
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機能説明
（標準記録とエントリータイム）

• 標準記録の使用方法は 以下の3通りから選択します• 標準記録の使用方法は、以下の3通りから選択します。
１）年齢区分別標準記録
年齢でクラス分けを行っている際の、年齢別標準記録になります。

２）年齢に関係ない標準記録２）年齢に関係ない標準記録
年齢に関係ない（全年齢共通）標準記録を行う際の標準記録になります。

３）使用しない
標準記録は使用せず、エントリータイムに制限を設けない。

• エントリー時に、標準記録が設定されている場合は、エントリー時に標準
記録が適応され、標準記録を切っていないエントリーができないようにな
りますります。

• アップロードする標準記録は、上記１）２）のどちらか一方のみです。

• この設定は、子大会にも適応されます。（設定は親大会で行われ、子大
会に適応されます （子大会再登設定の必要なし） ）会に適応されます。（子大会再登設定の必要なし） ）

• この機能は、全大会に適応されますが、当面全国大会のみで運用します。
（地方大会での運用は、後日お知らせします）
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機能説明
（標準記録とエントリータイム）

登録デ タは 以 ようになります（サ プ ） 等• 登録データは、以下のようになります（サンプル）EXCEL等で
作成し、CSVやTXT形式で保存し、アップロードします。

種目
クラスコー

ド
年令

（クラス）
年令

（クラス）
男子 女子

短水路 長水路 短水路 長水路
自由形 ５０m 01 0 9 ９歳以下 31.43 31.73 31.61 31.91

02 10 １０歳 30.03 30.33 30.22 30.52
03 11 １１歳 28.56 28.86 28.85 29.15
04 12 １２歳 27 03 27 33 28 08 28 3804 12 １２歳 27.03 27.33 28.08 28.38
05 13 １３歳 25.71 26.01 27.42 27.72
06 14 １４歳 25.06 25.36 27.19 27.49
07 15 16 １６歳以下 24.07 24.37 26.74 27.04
08 17 18 １７～１８歳 23.74 24.04 26.72 27.02
CS 0 18 23.74 24.04 26.72 27.02

歳100m 03 11 １１歳 1:02.29 1:03.49 1:02.80 1:04.00
04 12 １２歳 58.71 59.91 1:00.90 1:02.10
05 13 １３歳 55.88 57.08 59.23 1:00.43
06 14 １４歳 54.34 55.54 58.53 59.73
07 15 16 １６歳以下 52.44 53.64 57.53 58.73
08 17 18 １７～１８歳 51.48 52.68 57.49 58.6908 17 18 １７ １８歳 51.48 52.68 57.49 58.69
CS 0 18 51.48 52.68 57.49 58.69

200m 03 11 １１歳 2:13.73 2:15.93 2:14.33 2:16.53
04 12 １２歳 2:06.54 2:08.74 2:10.77 2:12.97
05 13 １３歳 2:00.55 2:02.75 2:07.10 2:09.30
06 14 １４歳 1:57.36 1:59.56 2:05.74 2:07.94
07 15 16 １６歳以下 1 53 17 1 55 37 2 03 01 2 05 21
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07 15 16 １６歳以下 1:53.17 1:55.37 2:03.01 2:05.21

機能説明
（標準記録とエントリータイム）

登 済 修 が 修• 登録済の標準記録は、画面から修正はできませんが（修正
は、元データを修正し、再アップロードします）確認はできま
すす。
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機能説明
（標準記録とエントリータイム）

• 標準記録が設定されている場合、エントリー
の登録時に、記録のチェックが行われ、標準登録時 、記録 チ ック 行われ、標準
記録に満たないエントリータイムはエントリー
できない。（エラーとなる）できない。（エラ となる）
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機能説明
（標準記録とエントリータイム）

• エントリータイム（ベストタイム）は、大会別に
日水連の定める大会並びに期間の競技結果水連 定 る大会 び 期間 競技結果
より、サイバード社のリザルトデータから1日1
回抽出され WebSWMSYSが自動的に取り込回抽出され、WebSWMSYSが自動的に取り込
む仕組みとなっている。

リザルトシステム SCA ｻｲﾊﾞｰﾄﾞ社 WebSWMSYS

結果報告 結果 ベストタイム

57抽出

機能説明
（標準記録とエントリータイム）

ベストタイムの使用方法は 以下の3通りから選択します• ベストタイムの使用方法は、以下の3通りから選択します。
１）タイム入力不可
ベストタイムを使用し 手入力は許可しませんベストタイムを使用し、手入力は許可しません。

２）タイム入力可
ベストタイムを使用しますが、手入力も許可します。

３）指定しない

ベストタイムは使用せず、今まで通りエントリータイムを手
入力をします入力をします。

• この機能は、全大会に適応されますが、当面全国大会の
みで運用します。（地方大会での運用は、後日お知らせしみで運用します。（地方大会での運用は、後日お知らせし
ます）
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機能説明
（標準記録とエントリータイム）

使 時 「 路 「短• ベストタイムを使用すると、エントリー時に「長水路」と「短水
路」のベストタイムが表示されます。

ベストタイムが無い（泳いでいない）場合は エントリ タイム• ベストタイムが無い（泳いでいない）場合は、エントリータイム
は表示されません。

• エントリ 時には 画面の「○長水」「○短水」「○入力」のい• エントリー時には、画面の「○長水」「○短水」「○入力」のい
ずれかを選択し、エントリーします。

• この設定は 子大会にも適応されます （設定は親大会で行• この設定は、子大会にも適応されます。（設定は親大会で行
われ、子大会に適応されます。（子大会再登設定の必要な
し））

• 大会設定でのベストタイム使用の選択により、以下の３通り
の表示方法になります。
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機能説明
（標準記録とエントリータイム）

大会設定 う 表 されます

タイム入力可

大会設定により、エントリー画面は以下のように表示されます。

タイム入力不可

使用しない
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機能説明
（標準記録とエントリータイム）

• 標準記録とエントリータイムの両方を使用す
る場合は、その２つのタイムが考慮され、エンる場合 、そ タイ 考慮され、 ン
トリーできる種目／距離が制限される。（ベス
トタイムが標準記録を切っている場合のみトタイムが標準記録を切っている場合のみ、
エントリーができるようになる）

長水路（短水路）のベストタイムが、長水
路（短水路）の標準記録を切っている場合
のみ、○が表示される（タイムは表示され
る）
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